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行財政・住民参加 

坂井市 

アンケート結果が 
 まとまりました！ 

坂井市 坂井市 
市
で
は
Ὶ
平
成
19
年
度
に
策
定

す
る
‎
市
総
合
計
画
‏
に
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民
の

声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
Ὶ
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ῴ
ト
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昨

年
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月
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結
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総合計画 総合計画 総合計画 
ご
協
力あ
りがとうございまし

た

問合先　企画課　 50-3013

　快適な生活環境を

整備していく上で、

半数を超える人が、

安全で安心な生活道

路の整備や交通安全

施設を充実すること

が重要と答えていま

した。

　高齢化への対策と

して、約60％もの人

が在宅介護や生活支援

サービス、介護予防

サービスの充実が重要

だと回答していました。

　水質汚濁の防止や、

リサイクルや環境保

全の意識を高めるこ

とが重要と答えた人が、

それぞれ約40％でした。

　既存の観光資源の

魅力向上や埋もれて

いる資源の有効活用、

効果的な情報発信が

重要との回答が、そ

れぞれ約30％でした。

　半数を超える人が、

少子化への対策として、

安心して子供を生み

育てられる環境づく

りが重要と回答して

いました。

　高齢化への対策と

して、約60％もの人

が在宅介護や生活支

援サービス、介護予

防サービスの充実が

重要だと回答してい

ました。

　実に70％もの人が、

学校教育を推進する

上で、道徳性や命の

大切さを養う教育が

重要と答えていました。

　職員数の適正化な

どによる行財政のス

リム化、組織や事務

事業の見直しなどが

重要との回答が多く

見られました。

　政策立案段階から

住民の声を反映でき

る体制づくりや、市

民のまちづくりへの

意識を高めるための

啓発が重要だとの回

答が多く見られました。

Q

Q

Q

快適な生活環境を整備していく上で、特に重要だと思うことは何ですか？ （３つまで選択） 

高齢化や環境問題を背景に公共交通が見直されつつありますが、活用促進に向けて必要だと思うことは 
何ですか？（２つまで選択） 

環境にやさしいまちづくりを進める上で、今後どのようなことに力を入れるべきだと思いますか？ （３つまで選択） 

 

 

Q市の観光を発展させるために、今後どのようなことに力を入れるべきだと思いますか？ （２つまで選択） 

都市生活・環境保全 

Q 少子化への対策として、今後どのようなことに力を入れるべきだと思いますか？ （２つまで選択）

健康・医療・福祉 

Q 学校教育について、今後どのようなことに力を入れるべきだと思いますか？（２つまで選択）

教育・文化 

Q 効果的、効率的な行財政運営を進めていく上で、今後どのようなことに力を入れるべきだと思いますか？
（2つまで選択）

Q これからの住民参加によるまちづくりを推進していくために必要なこと、積極的に参加するために重要なこと
は何ですか？（2つまで選択）

経済・産業 

Q 高齢化への対策として、今後どのようなことに力を入れるべきだと思いますか？ （３つまで選択)

紙面の都合により、主なものを抜粋して掲載しています。ご了承ください。
アンケート結果の詳細は、市ホームページ（ 　http://www.city .fukui-sakai . lg . jp/ ）にも掲載していますので、ぜひご覧ください。

0 500 1000 1500 2000 2500

01. 周辺環境と調和のとれた土地利用を推進する

02. 骨格的な道路網を整備する

03. 光ファイバー網の整備など地域情報ネットワークを形成する

04. 快適な環境を整えた住宅地を整備する

05. 敷地の緑化などによる潤いのある町並みづくりを推進する

06. 歴史的な雰囲気と調和した町並みを形成する

07. 安全で安心な生活道路の整備や交通安全施設を充実する

08. 公共下水道を整備促進する

09. 誰もが安心して利用できる公園を整備する

10. 公園や緑地を歩行者空間や街路樹、河川空間で結び水と緑のネットワークを形成する

11. その他

1,430
577

390
803

910
664

977
620

90

423
1,779

0 500 1000 1500 2000 2500

1,527
1,154

1,112
574
1,350

946
440

365
811

49

614

01. 良質な水資源の確保や水質汚濁の防止

02. 恵まれた自然環境の保全

03. 住民一人一人に対する環境保全意識の高揚

04. 身近に自然と触れ合える場の整備や自然体験型の交流活動の推進

05. 事業者や消費者に対するリサイクル意識の高揚と不法投棄の根絶

06. 太陽光など新エネルギーの導入や建設廃材の再利用、エコ商品購入の推進

07. 家庭を含めた省エネルギー対策の推進

08. 美しい道路景観や建築物景観の整備

09. 地域の景観を構成する上で重要な建造物や樹木の保全

10. まち全体が花や緑で彩られた美しい町並みの形成

11. その他

0 500 1000 1500 2000 2500

576
400

715
697

808
985

520
249

58

01. 既存の観光資源のさらなる魅力向上や埋もれている資源の有効活用

02. 商業や伝統産業などと連携した新たな観光産業の掘り起こし

03. まちなか観光の推進

04. 農業や漁業・森林環境と触れ合う体験型観光の推進

05. 通過型から滞在型観光への転換

06. 観光資源を結ぶ道路や標識・案内板の整備などによる観光ルートの確立

07. ホームページやイベントなどを通じた全国に向けた効果的な情報発信

08. 地域住民の協力による観光資源や町並みの美化活動

09. 観光案内人の登録などボランティアの育成

10. その他

1,074

アンケート結果が 
 まとまりました！ 

坂井市　総合計画 

0 500 1000 1500 2000 2500

01. 安心して子供を産み育てられる環境づくり

02. 住民ニーズの多様化に対応した保育環境の充実

03. 保育施設の整備・統合や幼保一元化

04. 乳幼児医療費の助成など子育てに対する経済的な支援

05. 地域子育て支援センターの充実

06. 育児サークルや子育てボランティアなどの自主的な活動の支援

07. 地域ぐるみの子育て支援体制の整備

08. その他

1,792
675

597
1,548

431
283

797
114

2,036
907
871
595

1,001
412

67

0 500 1000 1500 2000 2500

01. 在宅介護や生活支援サービス、介護予防サービスの充実

02. 高齢者福祉の拠点施設の整備

03. 高齢者同士や世代間交流の推進

04. 生涯学習や生涯スポーツの推進

05. シルバー人材センターなどとの連携による社会参加の推進

06. 子供から大人まで福祉を学ぶ環境の充実

07. 福祉に関する情報の提供

08. 福祉や介護に関する相談窓口の充実

09. ボランティア活動の育成と支援

10. バリアフリーなど住みやすい環境の整備

11. その他

1,090
582

379

790

124

110

436
409

481
820

1,576
2,416

0 500 1000 1500 2000 2500

01. 教育機器の充実

02. 国際化に対応した外国語教育の充実

03. 高度情報化社会に対応した情報活用能力の育成

04. 障害のある児童生徒の受け入れ体制の充実

05. 自然や歴史、文化、産業などを取り入れた総合学習の充実

06. 道徳性や生命の大切さに対する教育

07. いじめ・不登校などの教育相談体制の強化・充実

08. その他

1,180

1,369
778

139

55

312
753

523
606

327

0 500 1000 1500 2000 2500

01. 行政組織や事務事業の合理化・簡素化

02. 庁舎の統合

03. 職員数の適正化などによる行財政のスリム化

04. 民間活力の導入や外部委託の推進などによる健全で効率的な行財政運営

05. 投資効果の高い事業の推進

06. 政策や施策に対する行政評価システムの導入

07. 既存施設の有効活用と適正な維持・管理

08. 指定管理者制度の推進など、民間の知識や技術を生かした質の高い住民サービスの供給

09. 総合的な行政情報システムの構築による住民サービスの向上と情報公開の充実

10. その他

1,320
722

474
895

879

31
1,392

0 500 1000 1500 2000 2500

01. 住民一人一人のまちづくりに対する普及啓発

02. 地域のまちづくりを担う人材やリーダーの養成

03. 各種団体やボランティア、ＮＰＯの育成、行政の支援体制の整備

04. 地域のまちづくり活動の拠点としての公民館や集会場の活用

05. まちづくり施策に関する幅広い情報の提供と共有化

06. 政策の立案段階から住民の声がまちづくりに反映できる体制づくり

07. その他

0 500 1000 1500 2000 2500

893
1,124

84

01. 鉄道駅の環境の充実やバリアフリー化

02. 駐車場や駐輪場の確保による鉄道利用の促進

03. 地域の玄関口・拠点にふさわしい環境整備

04. 路線バスの存続

05. コミュニティバスや福祉バスなどの身近できめ細かな公共交通網の整備

06. その他

2,267

757
867

安心して子育て 
できる環境を！ 

介護や生活支援の 
サービスをもっと！ 

安全安心な道路 
整備や交通施設 
の充実を！ 

環境保全の意識を 
高めることが大切！ もっと合理的な 

行政運営を！ 

コミュニティバス 
など身近な交通網 
の整備を！ 

今ある資源をどんどん 
活用・ＰＲして！ 

まちづくりに参加 
しやすい体制を！ 

道徳や命の大切さ 
を学べるように！ 
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夫婦が協力 
44%

夫婦が協力 
7%

主に夫 2%
その他 1%

家族が協力 
16%

主に妻 
37%

妻 
77%

主に妻 
75%

夫 
71%

夫 
11%

妻 
18%

市
民
憲
章
は
、
市
に
ふ
さ
わ
し
い
理
想
像
や
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
一
体
感
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
努
力
目
標
・

生
活
規
範
な
ど
を
掲
げ
た
も
の
で
す
。

市
で
は
、
昨
年
11
月
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
﹁
市

民
憲
章
等
検
討
委
員
会
﹂
を
設
置
し
、
市
民
憲
章
の
作

成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
検
討
委
員
会
で
は
、
市

の
特
徴
、
市
民
憲
章
の
中
に
入
れ
て
ほ
し
い
﹁
言
葉
・

キ
ー
ワ
ー
ド
﹂
募
集
の
結
果
や
自
治
体
の
市
民
憲
章
な

ど
を
参
考
に
し
て
審
議
を
重
ね
、
こ
の
た
び
市
民
憲
章

の
素
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
憲
章
︵
案
︶
の
内
容
と
、
５
つ
の
条
文
の
並
び
順

に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
制
定
に
向
け
た
最
終

案
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

◆
坂
井
市
民
憲
章(

案)

◆

︿
前
文
﹀

彩
り
豊
か
な
海
・
山
・
川
と
市
民
が
融
和
す
る
都
市

大
空
へ
伸
び
る
緑
の
木
々
の
よ
う
に

希
望
に
満
ち
た
都
市
の
実
現
に
向
け
て

こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す

︿
本
文
﹀

一
　
青
い
日
本
海
の
す
が
す
が
し
さ

自
然
と
住
み
よ
い
環
境
に
恵
ま
れ
た
都
市
　
坂
井

一
　
白
い
ユ
リ
の
や
さ
し
さ

人
々
の
き
ず
な
と
安
心
が
広
が
る
都
市
　
坂
井

一
　
黄
金
波
打
つ
平
野
の
温
も
り

感
謝
と
思
い
や
り
の
心
を
育
む
都
市
　
坂
井

一
　
桜
に
浮
か
ぶ
古
城
の
気
高
さ

誇
り
あ
る
歴
史
と
文
化
が
息
づ
く
都
市
　
坂
井

一
　
真
っ
赤
な
太
陽
の
輝
き

健
康
で
明
る
い
笑
顔
に
満
ち
た
都
市
　
坂
井

こ
の
素
案
は
﹁
色
﹂
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
緑
・
青
・

白
・
黄
金
・
桜
・
赤
の
６
色
と
﹁
坂
井
市
の
特
徴
﹂
を

結
び
付
け
て
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
色
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
市
と
し
て
の
新
た
な
色
が
無
限

に
作
り
出
さ
れ
ま
す
。

前
文
で
は
市
の
特
徴
や
理
念
を
掲
げ
、
本
文
で
は
項

目
ご
と
に
本
市
の
目
指
す
都
市
像
や
市
民
の
行
動
目
標

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
︵
網
掛
け
部
分
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
多
数
ご
応
募
い
た
だ
い
た
、
市
民
憲
章
の
中
に

入
れ
て
ほ
し
い
﹁
言
葉
・
キ
ー
ワ
ー
ド
﹂
で
す
︶

応
募
資
格

市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

応
募
方
法

任
意
の
用
紙
︵
様
式
は
自
由
︶
に
、
①
市
民

憲
章︵
案
︶に
対
す
る
意
見 

②
住
所 

③
氏

名 

④
年
齢 

⑤
性
別
　
を
明
記
し
、
２
月

22
日︵
木
︶必
着
で
左
記
ま
で
。

応
募
・
問
合
先

総
務
課
内

﹁
市
民
憲
章
等
検
討
委
員
会
﹂
事
務
局

〒
９
１
９-

０
５
９
２

坂
井
町
下
新
庄
１-

１

50-

３
０
１
０

66-

４
８
３
７

s
o
u
m

u
@

c
ity

.fu
k
u
i-s

a
k
a
i.lg

.jp

　
　
　
　
　
　
　

 h
ttp
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w

w
.c

ity
.fu

k
u
i-sak

ai.lg
.jp

/

※
ご
意
見
は
﹁
坂
井
市
民
憲
章
等
検
討
委
員
会
﹂
で
検

討
し
、
こ
れ
に
対
す
る
考
え
方
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
ま
す
︵
意
見
の
内
容
以
外
は
公
表
し
ま
せ

ん
︶
。
な
お
、
個
別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

「坂井市民憲章（案）」
ご意見を 

お聴かせください 

「坂井市民憲章（案）」
ご意見を 

お聴かせください 

問合先　総務課　  50-3010

問合先　総務課

　50-3010

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す 

市
で
は
、
思
い
や
り
の
あ
る
心
豊
か
な
地
域
社
会
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
く
目
的
で
、
昨
年
５
月
に
﹁
市
男
女
共
同

参
画
推
進
委
員
会
﹂
を
設
置
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、
啓
発
活
動
の
ほ
か
﹁
女
性
史
﹂
﹁
学
校
﹂

﹁
家
庭
﹂
の
３
つ
の
部
会
に
分
か
れ
て
学
習
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
﹁
学
校
﹂
﹁
家
庭
﹂
部
会
で
は
、
昨
年
10
月
、
市
内

の
中
学
２
年
生
と
そ
の
家
庭
を
対
象
に
、
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
意
識
調
査
を
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
一
部
抜
粋
し
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
︵
全
結
果
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
︶

学校 家庭 学校 家庭 実施日　平成18年10月

対　象　市内中学２年生990人

回答者　男子504人、女子444人、性別不詳９人

　　　 （回答率96.7％）

実施日　平成18年10月

対　象　市内中学２年生990人の家庭

回答者　男性124人、女性754人、性別不詳7人

　　　 （回答率89.4％）

＜男子＞ 
①どちらとも言えない／男は仕事をし、女は家事、子供の世話をしないといけないから。

両方に苦労や得があるから。今の時代男も女も同じ扱いだから。

男だから女性の大変なことがわからない。など

②だんぜん男が得／運動神経が良いし、力が強く頼れるから。子供を産むとき大変

だから。人間関係的に楽だから。仕事よりも家事が大変だから。

給料がいっぱいもらえそう。など

③まあまあ男が得／家事とかだいたい女がやって大変だから。料理をしなくてもい

いから。就ける職業が男子は多いから。など

＜女子＞
①どちらとも言えない／女は家事、男は仕事があり大変だから。男にしかできないこと、

女にしかできないこと、双方にできることもあるから。など

②まあまあ女が得／おしゃれの幅が広いから。力仕事をあまり任されないから。子

供を産める喜びがあるから。マラソンの時距離が短い。など

③まあまあ男が得／高い給料をもらえる職業が多いから。家事とかやらなくていい

から。行儀のことで、あんまり言われないから。陰口がないから。

大人の社会では、男の方が権力を持ってる気がする。など

＜30代女性＞夫は仕事が忙しいので、私は家のことをします。不満はなく、こ

れは我が家では男女平等だと思っています。夫が元気で仕事がで

きるのは、私のおかげ。

＜40代女性＞男性は男性、女性は女性のもって生まれた性質があるので、お互

いに協力できることは協力し、違うことは認めて補うことが必要。

＜40代男性＞女性の管理職の比率を数字上でのみ高くしようというのはおかし

い。男女問わず能力のある人がなるべき。

アンケート結果を受けて 
　子供たちは「男女共同参画」を理解

しているものの“女性は家事、男性は

仕事”というイメージをまだまだ持っ

ているようです。家庭から受ける影響

も大きく、子供たちの理想と現実にギャッ

プが見られました。

　市では、この結果を来年度に策定す

る男女共同参画推進計画に反映させ、

今後の啓発活動に生かしていきます。

　昨年募集したありがとうメッセー

ジを冊子にまとめ、発行しました。

87文字に込められたいろいろな思い

が伝わってきます。

　ぜひ、手にとってご覧ください。

設置場所　市内の各図書館

　　　　　市内の各公民館

問 合 先　総務課　  50-3010

あり
がとうメッセージ
第1集を発刊

Ｑ  男子は、家事（台所の手伝い）をしなくてもよい？ Ｑ 

Ｑ  男と女、どちらが得だと思う？ 
 
 

それはどうして？（どんなときにそう感じますか） 

男女共同参画についてのご意見 

あなたの家庭では、食
事の支度は誰が担当し
ていますか？ 

Ｑ あなたの家庭では、育
児・子供の教育は誰が
担当していますか？ 

Ｑ あなたの家の生活費は、
主に誰の収入で賄われ
ていますか？ 

Ｑ あなたの家の日常の家
計管理は、主に誰がし
ていますか？ 

男子 女子 
いいえ 
88%

いいえ 
96%

はい 
12%

4%

17%

10%64%

1% 3%
7%

19%

15%
55%

5%

はい 
4%

男子 女子 

■だんぜん女が得　■だんぜん男が得　■まあまあ女が得　■まあまあ男が得　■どちらともいえない　■無回答

主に夫 1%その他 2%

その他 7%

家族が協力 
15%

姑 1%
舅 3%

その他 6%
姑 4%
舅 2%

ま
　 

ち

ま
　 

ち

ま
　 

ち

ま
　 

ち

こ   

が
ね

ま
　 

ち

ま
　 

ち

ま
　 

ち

※回答は原文のまま

※回答を要約
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晴れ姿あでやかに！新成人を祝う

1.10

1.7

1.21
1.21

1.26

1.28

1.15

1.14

1.12

市初の成人式がハートピア春江で開かれ、振袖やスーツで着飾っ

た新成人922人（対象者は1,139人）が出席しました。新成人を代表

して、清水敬哲さん（三国町運動公園）ら４人が「周囲と調和を図り

ながら、個性を発揮し、これからの市のために頑張りたい」と抱負

を述べていました。会場では、恩師や友人との再会を喜び、写真を

撮り合う姿などが見られました。

また、市心身障害児者福祉連合会が三国観光ホテルで「あなたの

成人を祝う会」を開催しました。4人（対象者は7人）が参加。代表

し杉本智章さん（坂井町新東中野）が「その時々を大切にして一つ

ずつできるように頑張ります」と新成人の決意を述べていました。

重油事故から10年
ボランティアの楽しみ方を学ぶ

ボランティアのあり方を考える新春のつどい（市社

会福祉協議会主催）が三国社会福祉センターで開かれ、

民生委員やボランティア関係者など約200人が参加し

ました。

講師の（社）大阪ボランティア協会の早瀬昇さんは講

演の中で、ナホトカ号重油流出事故に関して「ボランティ

アする側とされる側の両方を知り得た貴重な体験だっ

たのでは。地元の皆さんの頑張りが全国に輪を広げた」

と触れ、「ボランティアは義務ではなく、可能なもの」

と訴えていました。

現地調査などで身近なふくいの魅力を再認識

総合的な学習の一環で、「考福学・URARAのふるさと自慢

プロジェクト」を実践している丸岡南中学校1年生が、三国町

と大野市、越前市に関する自然や産業、特産、歴史・文化など

について調査・研究し、学年発表会で報告しました。

考福学は、福井の良さを再発見し、自分の考えをまとめ、ふ

るさとの魅力を発信していこうと、県が推進しているもの。

同校では、昨年7月から取り組んできました。

発表会では、現地調査で感じたことを交えながら、中学生

ならではの視点で地域の魅力などを紹介していました。

“愛”を込めて　地域おこしのお手伝い　
地場産品を広く知ってもらおうと、丸岡町内の異業種

企業４社でつくる愛プロジェクト（荒井生美代表）が、

丸岡町の国神神社の左義長に合わせて豆乳ミルクドー

ナツを無料配布しました。

これは、町内の豆腐屋で油揚げを作る過程でとれた豆

乳とおからを使用したもの。店頭の人気商品とあって、

用意された600人分はあっという間に“完売”してしま

いました。地元の造り酒屋で出た酒かすを使った甘酒も

振る舞われ、訪れた人たちは地元企業の魅力と活力を再

認識していたようでした。

1.26 地場産学校給食で「食」と「農」を理解

生産者の顔が見え、安全で安心できる食材を提供する

「地場産学校給食」が丸岡町内の小学校で行われました。

事業は市や県、JA花咲ふくいが推進し、今年で2年目。

平章小学校では、小松菜生産者の山方孝さん（丸岡町

内田）と伊東政子さん（丸岡町高柳）らが作り方などを説

明。児童からは「小松菜にはどんな栄養があるんですか」

など、数多くの質問が出ていました。

また、学校給食週間のこの日、坂井市産の食材が使わ

れたメニューが出され、児童らは小松菜のすまし汁など

を味わい、地元でとれる食材について目と耳と舌で理解

していました。

消防出初式

災害のないまちを目指して決意を新たに

嶺北消防組合の消防出初式が三国体育館などで行われ、

消防署員と消防団員、婦人消防隊員ら約1000人が参加し

ました。屋外式典では分列行進が行われ、坂本憲男・消防

組合管理者らが観閲。災害に対する備えを再確認しました。

分列行進の後、越前三国鳶隊が日ごろ鍛えた心身と技を

披露。悪天候にもかかわらず、繰り広げられる大技の数々

に、観客からは拍手と歓声が上がっていました。また、恒

例の一斉放水も行われ、水しぶきを浴びながら、隊員らは

防火や防災に対しての思いを新たにしていました。

火災から文化財を守れ！

１月26日の文化財防火デーにちなみ、嶺北消防組合

は市内の瀧谷寺と大善寺、丸岡城、千古の家で火災防ぎょ

訓練を行いました。

大善寺では、嶺北消防署員や自警団、婦人消防隊など

約60人が参加しました。台所から出火し延焼拡大、文

化財搬出に向かった自警団員１人が行方不明との想定

で実施。参加した人たちは、真剣な面持ちで文化財の搬

出や初期消火などの訓練を行い、万一の事態に備えてい

ました。

船玉様の祭りの日
歌い継がれてきた「いざき」を奉納

市指定無形民俗文化財「いざき」が三国町新保区の春日

神社に奉納されました。新保いざき保存会は、掌をこする

ように手拍子をしながら歌詞を長く伸ばす独特の節回し

で歌い、昔から変わらぬ調子を境内に響かせていました。

いざきは、水先案内という意味として伝えられ、船祝い

唄として日本海の荒波の中で船頭や水夫が代々歌い継い

できた作業唄であったといわれています。北前船が栄え

たころには、船主の家で毎年1月15日に開かれる船玉様

の祭りの席で、三国湊の繁栄を願って欠かさず歌われて

いました。

1.13

し  みず  ひろ のり

すぎ もと  とも  あき

はや   せ  のぼる

こう ふく  がく う ら ら

あら   い   いく   み

ふな   だま   さま

やま がた たかし

い   とう  まさ   こ

まちの話題が満載の「まちかど i 」は、市のホームページ（ 　http://www.city .fukui-sakai . lg . jp/ ）からもご覧いただけます。

ホームページでは“ホット”な話題を随時公開。また、上記以外の話題も紹介しています。

とび
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あ

ったか〜いあ

ったか〜いあ

ったか〜いあ

ったか〜い

　︿
住
友
賞
﹀

山
崎
　
夏
代︵
丸
岡
中
２
年
︶

釣
部
　
菜
摘︵
丸
岡
中
１
年
︶

︿
メ
ッ
セ
ー
ジ
賞
﹀

種
田
　
菜
月︵
平
章
小
２
年
︶

山
岸
　
広
夢︵
高
椋
小
５
年
︶

︿
丸
岡
青
年
会
議
所
賞
﹀

坂
本
　
　
勇︵
長
畝
小
６
年
︶

清
水
　
莉
歩︵
平
章
小
４
年
︶

杉
田
　
郁
樹︵
鳴
鹿
小
３
年
︶

柳
原
　
万
穂︵
坂
井
中
２
年
︶

山
口
　
真
絢︵
雄
島
小
２
年
︶

第
４
回
新
一
筆
啓
上
賞

第
４
回
新
一
筆
啓
上
賞
﹁
日
本
一
小
さ
な
物
語

﹁
日
本
一
小
さ
な
物
語
﹃
父
﹄

﹃
父
﹄

と
の
往
復
書
簡
﹂

と
の
往
復
書
簡
﹂
の
入
賞
者
発
表
会

の
入
賞
者
発
表
会
が
、
が
、
１
月
１
月
23
日︵
火
︶

︵
火
︶

に
坂
井
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
い
ね
す
で
行
わ
れ
ま
し
た

坂
井
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
い
ね
す
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
内
外
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
１
万
７
３
８
６
篇
の
中

国
内
外
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
１
万
７
３
８
６
篇
の
中

か
ら
、

か
ら
、
本
市
の
北
侑
希
子
さ
ん
の
作
品
が
、

本
市
の
北
侑
希
子
さ
ん
の
作
品
が
、
見
事
大
賞

見
事
大
賞

に
輝
き
ま
し
た

に
輝
き
ま
し
た
。

第
４
回
新
一
筆
啓
上
賞
﹁
日
本
一
小
さ
な
物
語
﹃
父
﹄

と
の
往
復
書
簡
﹂
の
入
賞
者
発
表
会
が
、
１
月
23
日︵
火
︶

に
坂
井
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
い
ね
す
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
内
外
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
１
万
７
３
８
６
篇
の
中

か
ら
、
本
市
の
北
侑
希
子
さ
ん
の
作
品
が
、
見
事
大
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

北
　
侑
希
子︵
明
章
小
３
年
︶

お
父
さ
ん
へ

お
父
さ
ん
、
ち
ゃ
ん
と
お

ふ
ろ
に
入
ん
ね
や
。
そ
れ

は
、
カ
ラ
ス
の
ぎ
ょ
う
水
っ

て
言
う
ん
や
ざ
ぁ
。

侑
希
子
へ

ア
ホ
や
な
ぁ
。
こ
れ
は
省

エ
ネ
対
策
っ
て
言
っ
て
な
、

地
球
に
や
さ
し
い
風
呂
の

入
り
方
な
ん
や
ぞ
。

こ
の
ほ
か
大
賞
に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん 

︵
敬
称
略
︶

岩
本
　
純
弥︵
啓
新
高
１
年
︶

吉
田
　
翔
悟︵

勝
山
北
部
中
２
年
︶

酒
田
恵
美
子︵
兵
庫
県
︶

津
田
　
　
裕︵
東
京
都
︶

︿
佳
作
﹀

大
田
　
正
人︵
丸
岡
町
今
福
︶

窪
田
　
真
大︵
長
畝
小
１
年
︶

斎
藤
久
美
子︵
丸
岡
町
吉
政
︶

都
筑
　
直
子︵
緑
幼
稚
園
︶

常
廣
　
明
里︵
三
国
中
１
年
︶

中
野
　
優
花︵
平
章
小
４
年
︶

濱
岸
　
佑
輔︵
丸
岡
中
２
年
︶

林
　
　
萌
美︵
三
国
中
３
年
︶

松
本
　
理
尚︵
春
江
中
３
年
︶

最
終
選
考
会
は
１
月
22
日
︵
月
︶
に
三
国
観

光
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。
本
市
出
身
で

作
家
の
西
ゆ
う
じ
さ
ん
や
住
友
グ
ル
ー
プ
広

報
委
員
会
事
務
局
の
井
場
満
さ
ん
、
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
小
室
等
さ
ん
、
詩
人
の

佐
々
木
幹
郎
さ
ん
、
作
家
の
中
山
千
夏
さ
ん

ら
５
人
が
審
査
。
短
い
言
葉
の
中
に
隠
れ
た

情
景
な
ど
に
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
な
が
ら
、
一

点
ず
つ
慎
重
に
吟
味
。
大
賞
５
篇
、
秀
作
10

篇
、
住
友
賞
20
篇
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
賞
10
篇
、

丸
岡
青
年
会
議
所
賞
５
篇
、
佳
作
１
０
０
篇

を
決
め
ま
し
た
。

発
表
会
に
は
、
関
係
者
約
１
７
０
人
が
出

席
。
丸
岡
中
学
校
生
徒
に
よ
る
朗
読
で
受
賞

作
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

作
品
は
、
現
代
の
父
親
像
を
巧
み
に
描
き

出
し
た
も
の
や
、
親
子
の
絆
を
感
じ
さ
せ
る

も
の
ば
か
り
。
審
査
員
は
﹁
選
ば
れ
た
作
品

に
は
、
優
し
さ
や
思
い
や
り
を
含
ん
で
、
読

む
人
を
励
ま
す
力
が
あ
る
。
絶
妙
な
言
葉
選

び
、
機
転
に
富
ん
だ
言
葉
づ
か
い
な
ど
が
見

ら
れ
、
手
紙
文
化
は
確
実
に
成
長
し
て
き
て

い
る
﹂
な
ど
と
講
評
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

顕
彰
式
は
、
４
月
21
日
︵
土
︶
に
ハ
ー
ト
ピ

ア
春
江
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

 新一筆啓上賞
日本一小さな物語

との往復書簡

 新一筆啓上賞
日本一小さな物語父父との往復書簡

▲北侑希子さん・和史さん親子

本
市
か
ら
入
賞
し
た
皆
さ
ん 

本
市
か
ら
北
さ
ん
が
大
賞
　
　   

に
！ 

本
市
か
ら
北
さ
ん
が
大
賞
　
　   

に
！ 

本
市
か
ら
入
賞
し
た
皆
さ
ん 

作　品

 
　
　
 

日
本
郵
政
公
社 

総
裁
賞 

得
意
の
そ
う
じ
で
お
ふ
ろ

を
ピ
カ
ピ
カ
に
み
が
い
て
お

く
か
ら
、
た
ま
に
は
一
緒
に

入
ろ
う
よ
。
で
も
、
そ
の
と

き
は
、
カ
ラ
ス
の
ぎ
ょ
う
水

は
、
な
し
ね
、
お
父
さ
ん
！

　
侑
希
子
よ
り

い
じ
め
防
止
ビ
デ
オ
を
寄
贈
 

中
学
校
で

の
い
じ
め
防

止
対
策
に
役

立
て
て
ほ
し

い
と
、
青
少

年
育
成
坂
井

市
民
会
議
か
ら
市
内
５
つ
の

中
学
校
に
、
い
じ
め
防
止
ビ

デ
オ
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

同
市
民
会
議
の
中
田
幸
男

会
長
が
１
月
23
日
︵
火
︶
に
春

江
中
学
校
を
訪
問
。
市
校
長

会
副
会
長
の
山
本
藤
則
同
中

学
校
長
に
、
５
校
分
の
ビ
デ

オ
を
手
渡
し
ま
し
た
。
山
本

校
長
は
﹁
研
修
な
ど
で
活
用
し
、

い
じ
め
防
止
に
取
り
組
み
た
い
﹂

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

図
書
購
入
費
を
寄
贈丸

岡
五
徳

会
︵
豊
原
春
雄

会
長
︶か
ら
１

月
30
日︵
火
︶に
、

丸
岡
中
学
校

に
20
万
円
、

丸
岡
南
中
学

校
に
10
万
円
の
図
書
購
入
費

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
豊
原

会
長
は
﹁
創
立
35
周
年
を
節

目
に
、
子
供
の
健
や
か
な
成

長
の
一
助
に
な
れ
ば
﹂
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ

た
費
用
は
、
学
級
文
庫
の
購

入
な
ど
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

第
５
回
行
政
改
革
推
進
協
議

会
が
１
月
19
日
︵
金
︶
に
市
役
所

で
開
か
れ
、
市
行
政
改
革
大
綱

︵
案
︶
に
つ
い
て
協
議
を
し
ま
し

た
。会

議
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
協

議
内
容
を
ま
と
め
た
大
綱
︵
案
︶

の
素
案
が
示
さ
れ
、
委
員
が
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
委
員
か

ら
は
﹁
わ
か
り
や
す
い
財
政
状

況
の
表
し
方
に
つ
い
て
﹂
や
﹁
今

後
の
本
庁
・
支
所
の
組
織
の
あ

り
方
﹂
な
ど
市
民
の
視
点
で
意

見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
第
６
回
の
会
議
が
２

月
７
日(

水)

に
開
か
れ
、
最
終

的
な
確
認
が
行
わ
れ
た
後
、
市

長
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

答
申
で
は
、
数
値
目
標
を
設

定
し
た
実
施
計
画
を
策
定
し
、

有
意
の
改
革
が
実
行
さ
れ
、
着

実
に
成
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

と
、
こ
れ
ま
で
の
協
議
会
で
の

意
見
を
７
つ
の
項
目
に
分
け
た

提
言
書
も
合
わ
せ
て
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

市
総
合
計
画
策
定
に
提
言
を

行
う
﹁
坂
井
市
ま
ち
づ
く
り
計

画
策
定
委
員
会
﹂
が
発
足
。
１

月
26
日
︵
金
︶
に
第
１
回
会
議
が

市
多
目
的
研
修
集
会
施
設
で
開

か
れ
ま
し
た
。

市
総
合
計
画
は
、
10
年
間
の

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
と
将
来
像

を
示
す
﹁
基
本
構
想
﹂
と
、
構

想
達
成
に
向
け
た
５
年
間
の
基

本
的
施
策
の
方
向
性
を
示
す

﹁
基
本
計
画
﹂
か
ら
成
り
、
市

が
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
土

台
に
な
る
も
の
で
す
。
平
成
20

年
度
か
ら
の
計
画
実
施
を
目
指

し
ま
す
。

同
会
議
で
は
、
地
域
協
議
会

代
表
や
学
識
経
験
者
な
ど
13
人

で
構
成
す
る
策
定
委
員
会
の
委

員
長
に
福
井
大
学
教
授
の
川
上

洋
司
さ
ん
を
選
出
。
ま
た
、
環

境
や
福
祉
な
ど
分
野
別
に
設
け

た
４
つ
の
専
門
部
会
の
委
員
32

人
に
市
長
か
ら
委
嘱
状
を
交
付

し
、
部
会
長
及
び
副
部
会
長
を

そ
れ
ぞ
れ
選
出
し
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
、
計
画
策
定

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
基
本
的

な
考
え
方
、
昨
年
末
に
実
施

し
た
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
集
計
結
果
な
ど
に
つ
い
て

説
明
。
委
員
か
ら
は
﹁
農
林

漁
業
も
商
工
業
も
、
す
べ
て

水
が
基
本
。
﹃
九
頭
竜
川
を
守

る
﹄
を
一
つ
の
テ
ー
マ
と
し
て
、

一
体
感
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
は
ど
う
か
﹂
な
ど
、

意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
各
部
会
が
独
自
に

課
題
を
検
討
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
や
地
域
協
議
会
か
ら
の
提
案

を
踏
ま
え
て
市
が
作
成
す
る
総

合
計
画
素
案
に
、
各
専
門
部
会

の
意
見
な
ど
を
盛
り
込
み
、
９

月
ご
ろ
ま
で
に
市
長
に
提
言
す

る
予
定
で
す
。

ビデオについて説明
する中田さん丸岡中に寄贈する豊原さんら
ビデオについて説明
する中田さん丸岡中に寄贈する豊原さんら

市
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
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り
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会
が
発
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【
報
告
】
第
５
・
６
回
行
政
改
革
推
進
会
議
 

市
民
満
足
度
１
０
０
％
に
向
け
て
 

　
２
月
７
日
に
市
長
に
答
申
 

【
報
告
】
第
５
・
６
回
行
政
改
革
推
進
会
議
 

市
民
満
足
度
１
０
０
％
に
向
け
て
 

　
２
月
７
日
に
市
長
に
答
申
 

市
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
 

 
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
発
足
 

1
行政の担う
べき役割の
明確化

2
市 民 と

の協働

3
人材育成と
定員管理の
適正化

4
効率的な
組織運営

5
持続可能

な財政運
営

答申を受けた行政改革大綱（案）の概要 
行政改革目標の３つの柱！ 
①市民満足度100％に向けて

　　市の公共サービスは市民に対して提供されるものであり、
「市民が主役」をモットーに、市民の満足度を100％に
高めていくことを目標に行政サービスの充実に努めます。

②最小の経費、最大効果の実現

　　「最小の経費で最大の効果を挙げる」という地方自
治運営の基本原則のもと、効率的で効果的な行政運営
の実現を目指します。

③市民との協働によるまちづくり

　　行政と市民とが適切な役割分担のもと、協働による
まちづくりを推進し、自らの役割に誇りと責任をもち、
行政と市民が相互に信頼できる体制の構築を目指します。

行政改革の基本項目は５つ！ 
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【総合計画策定の流れ】
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議決

議案提出

審
議
会

市
　
長

議
　
会
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さな   だ   けい   こ

こ  ばやし

なか むら

ピ
ン
ッ
と
張
り
つ
め
た
空

気
の
中
、
読
み
手
か
ら
歌
が
読

み
上
げ
ら
れ
る
。
瞬
間
、
バ
シ
ッ

と
力
強
い
音
と
と
も
に
か
る

た
が
舞
う
︱
。
競
技
か
る
た
の

レ
ベ
ル
が
全
国
で
も
高
い
本

県
に
あ
っ
て
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

を
誇
る
本
市
。
そ
の
中
で
ひ
と

き
わ
活
気
の
あ
る
グ
ル
ー
プ

が
あ
る
。
そ
れ
が
﹁
大
関
か
る

た
会
﹂
だ
。

同
会
の
メ
ン
バ
ー
は
16
人
で
、

う
ち
６
人
が
初
段
を
持
ち
、
文

字
通
り

”
少
数
精
鋭

“。
過
去

に
は
、
学
校
対
抗
団
体
戦
で
県

大
会
四
連
覇
や
、
個
人
戦
で
も

全
国
大
会
出
場
者
を
多
数
輩

出
す
る
な
ど
、
輝
か
し
い
実
績

を
持
っ
て
い
る
。

堀
内
未
来
さ
ん
︵
東
十
郷
小

６
年
︶
は
﹁
か
る
た
は
自
分
と

の
戦
い
。
勝
ち
た
い
と
思
う
気

持
ち
が
大
事
﹂
と
話
す
。
４
、

５
年
生
と
全
国
出
場
し
た
堀

内
さ
ん
は
﹁
２
月
に
開
催
さ
れ

る
県
大
会
で
全
国
小
中
学
生

か
る
た
選
手
権
大
会
の
出
場

を
勝
ち
取
り
た
い
﹂
と
意
気
込

む
。11

月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
小
・

中
学
生
か
る
た
競
技
選
手
権

三
国
大
会
で
２
位
に
輝
き
、
す

で
に
全
国
大
会
へ
の
切
符
を

手
に
し
て
い
る
田
崎
穂
乃
花

さ
ん
︵
大
関
小
５
年
︶
は
﹁
昨

年
は
全
国
大
会
ベ
ス
ト
８
だ
っ

た
。
今
年
は
ぜ
ひ
優
勝
し
た
い
﹂

と
目
を
輝
か
せ
る
。

﹁
勝
負
が
決
す
る
最
後
の
一

枚
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
﹂
と
語

る
メ
ン
バ
ー
た
ち
。
日
ご
ろ
の

練
習
か
ら
高
い
集
中
力
で
練

習
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら

な
る
上
達
を
目
指
し
活
動
す

る
積
極
的
な
グ
ル
ー
プ
だ
。

大関かるた会　　メンバー　16人

代　　表　谷川　和美さん（坂井町朝日）

コメント　「火・土曜日に大関友遊館で午後７時から練習し

ています。礼儀を重んじて指導。子供たちが卒

業するまでに初段を取らせてあげたい」

勝
利
の
秘
訣
は
「
気
持
ち
で
負
け
な
い
」 

　料理研究家の坂本廣子さんを

招き、フォーラム ( 講演 ) を開

催します。定員 300 人。

 また、米粉製品の展示などを

行います。

と　き　2 月 24 日 ( 土 )

　　　　13:00 〜（12:00 開場）

ところ　ユー・アイふくい

　　　　( 福井市下六条町 )

内　容　講演会

　　　　1 部「未来に繋がる食

育のすすめ」

　　　　2 部「米粉でカンタン

クッキング」

　フォーラム参加を希望する人

は、2 月 16 日 ( 金 ) までに下記

まで。（託児所あり）

申込・問合先　北陸農政局福井

農政事務所　 36-1790

　市内や近郊在住の外国人が、

出身国の文化を紹介。異文化を

知り、国際理解を深めませんか。

と　き　2 月 25 日 ( 日 )

　　　　13:30 〜 16:00

ところ　春江中公民館

　　　　( 春江総合支所横 )

対　象　坂井市民とあわら市民、

または近郊住民

参加費　メンバー(会員)500円

　　　　会員以外　　  700円

申込・問合先　インターナショ

　　　　ナルさかい 中村

　51-0434

　tednaka@mx2.fctv.ne.jp

﹁
ふ
れ
ん
ず
﹂
﹁
み
ん
な
の
掲
示
板
﹂
﹁
今
月
の
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
﹂
掲
載
希
望
者
を
募
集
中
！
　
﹁
今
月
の
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
﹂
に
掲
載
を
希
望
す
る
３
歳
ま
で
の
元
気
な
子
を
募
集
。

﹁
み
ん
な
の
掲
示
板
﹂
﹁
今
月
の
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
﹂
の
締
め
切
り
は
、
掲
載
希
望
月
の
前
月
5
日
ま
で
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で
き
な
い
場
合
あ
り
。
詳
し
く
は
秘
書
広
報
課
ま
で
。
問
合
先

秘
書
広
報
課

50-

3
0
1
2

▲練習の成果を見せるメンバー
（市小学生親善かるた大会）

本
年
度
は
市
の
方
向
性
を

定
め
る
「
総
合
計
画
」「
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
な
ど
の

計
画
の
完
成
を
目
指
し
ま
す 

平
成
19
年
は
﹁
坂
井
市
﹂
２

年
目
の
年
と
し
て
、
新
市
の
基

礎
を
固
め
る
非
常
に
重
要
な
１

年
で
す
。

﹁
総
合
計
画
﹂
、﹁
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
﹂
、﹁
公
共
交

通
計
画
﹂
、﹁
環
境
基
本
計
画
﹂

な
ど
、
市
の
こ
れ
か
ら
の
方
向

性
を
定
め
る
こ
れ
ら
の
計
画
は
、

本
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
、

骨
格
作
り
に
鋭
意
努
力
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、﹁
学
校
給
食
問
題
﹂
、

﹁
通
学
支
援
問
題
﹂
に
つ
い
て

も
、
各
検
討
委
員
会
で
、
十
分

に
協
議
さ
れ
、
今
秋
を
目
途
に

答
申
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
﹁
地
域
防
災
計
画
お

よ
び
国
民
保
護
計
画
﹂
や
﹁
行

政
改
革
大
綱
﹂
の
策
定
、﹁
男

女
共
同
参
画
推
進
条
例
﹂
や
﹁
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
条
例
﹂

の
制
定
な
ど
も
、
今
年
度
中
の

制
定
や
策
定
を
目
指
し
、
現
在

作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
重
要
課
題
や

事
業
が
目
白
押
し
で
、﹁
子
供

た
ち
の
夢
を
育
む
故
郷
を
残
し

た
い
﹂
と
い
う
、
私
の
思
い
を

込
め
て
、
計
画
の
策
定
や
諸
施

策
の
推
進
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

本
年
も
、
皆
さ
ん
の
さ
ら
な

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

市
長
定
例
会
見
が
1
月
15
日(

月)

、
市
多
目
的
研
修
集
会
施
設

で
開
か
れ
ま
し
た
。

会
見
で
、
坂
本
市
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

⑩

「
子
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このコーナーでは、市長から皆さんへ市政についてのメッセージをご紹介します。
定例記者会見の模様は、市のホームページ（ 　http://www.city.fukui-sakai.lg.jp/ ）の市長室からご覧いただけます。

　いずれも、春江町内施設を利

用。詳細は下記まで。

問合先　長田 　51-4742

　初心者大歓迎。ルンバ、チャ

チャチャ、ワルツ、タンゴ、サ

ルサを覚えて、踊りませんか。

日　時　第 1 ･2 ･3 ･4 水曜日

　　　　19:30 〜 21:00

ところ　三国木部公民館

受講料　月額 2,500 円

講　師　（財）日本ボールルーム

ダンス連盟Ａ級審査員、

真田敬子先生

申　込　三国木部公民館

　　　　(　 82-2778) まで

問合先　小林　 82-0648

　小町テニスクラブ ( 市テニス

協会登録 ) 会員がお相手します。

　本会は、和・礼を重んじ、健

康維持や仲間との親睦を第一と

するテニスに徹します。

開催日　4 月〜 7 月 (11 回程度 )

定　員　20 人

　時間や場所など詳細は下記へ。

問合先　長田　　51-4742

　素敵なパートナーの出会いの場を提供します。体験ツアーやバー

ベキューなどのイベントやゲーム、フリータイムを通して、男女が

短時間でも親睦を深められるよう企画。カップル成立を記念し、

USJ ペアチケットやペア食事券などを進呈。参加希望の人は下記まで。

と　き　3 月 4 日 ( 日 )10:00 〜 20:00（9:45 集合）

内　容　ハートピア春江 ( 集合・解散 ) 〜ブルワリーツアー〜バーベ

キュー〜伝統工芸体験〜フリータイム

参加費　男性 5,000 円　女性 2,000 円

定　員　20 代・30 代の男女各 20 人※先着順

申込・問合先　春江商工会　青年部　 51-2211

　国際的に活躍する舞踏家・佐藤道代さんを招き、ダンスセラピー

の舞台公演とワークショップを開催します。

　心と体を解放し、本当の自分を感じてみましょう。

　三国中学校合唱部との共演も予定しています。

と　　き　3月10日(土)19:00〜20:30　と こ ろ　みくに文化未来館

料　　金　大人 2,000 円　子供 1,000 円（子供２人目から割引有）

　　　　　親子 2,500 円　※当日は各 500 円増

チケット　みくに文化未来館、イーザ、アミ、パリオで取り扱い

問 合 先　親子で楽しむオーガニック・ダンスの会  水上　　 67-1193

http://organicdance.web.fc2.com/

た

 

さ
き
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社交ダンスを習いませんか社交ダンスを習いませんか

初心者や退職婦人など大歓迎

硬式テニス錬成会
参加者募集

愛のり合コンバスツアー  参加者を募集愛のり合コンバスツアー  参加者を募集

さ   とう  みち  よ

〜シュタイナー＆イサドラ・ダンカンの世界〜「つらなるいのち、スピリチュアルな時間」

Organic Dance 公演Organic Dance 公演

ライスランド北陸 inふくい

食育・米粉普及フォーラム
ライスランド北陸 inふくい

食育・米粉普及フォーラム

参加無料

世界文化紹介講座世界文化紹介講座世界文化紹介講座
第2回

アジア
編

英会話サークル 会員募集英会話サークル 会員募集
クラス 開催日

初級

中級

中学1年後期（三単現・
数字・年月日・簡単
な時制を修了程度）

毎週水曜日
19:00〜
21:00

毎週木曜日
19:00〜
21:00

一人で外国のまちを
歩ける程度。外国人
講師と英語で対話。

ほ
り  

う
ち

み
　  

く

市民文化創造支援事業市民文化創造支援事業

みず  かみ

なが   た

なが   た

さか もと  ひろ   こ

たに かわ        かず  み

木下　真治 ちゃん 

（3歳・三国町加戸）

父：良治さん　母：佳恵さん

きのした　  しん  じ

ブロックで何でも上手につくれるよ！

ブロックで何でも上手につくれるよ！

2月のハッピー
バースデー

2月のハッピー
バースデー

2月のハッピー
バースデー



今月の表紙市のすがた（1月1日現在）


人　口
 95,345人（−30人）

　男
 46,140人（−24人）


　女
 49,205人（− 6人）



世帯数
 29,076戸（＋11戸）
※（　）内は前月比

　雪交じりの雨が降りしきる消防出初式。越
前三国鳶隊が演技を披露した。
　約6メートルもの高さで、「大の字」や「肝
返り」などの大技を繰り広げる隊員たち。町
火消しの心意気を今に伝えていた。

（三国総合支所前にて）

“町火消し魂”を今に！

　食生活改善推進員と食事をし

ながら、「食」について語りま

せんか。事前予約が必要。2月

13日(火)から電話で受付開始。

と　き　3月3日(土)

　　　　12:00〜13:00

ところ　霞の郷　研修室

定　員　30人

参加費　200円

締　切　2月23日(金)※先着順

申込・問合先  丸岡保健センター

68-5051

　「飛鳥Ⅱ」の福井港初寄港を 

記念し、船内見学を開催します。

　参加希望者は下記まで。

と　き　3月27日(火)

　　　　11:00〜12:00

ところ　福井港

定　員　100人※応募者多数の

場合は、抽選

申　込　往復はがきに乗船希望

者全員の氏名（ふりが

な）、郵便番号、住

所、年齢、電話番号を

明記し、下記まで。は

がき1枚で二人まで応

募できます。

　　　※小学生以下は保護者同

伴で参加してください

締　切　3月9日(金)消印有効

申込・問合先　福井港振興協会

　　　　「飛鳥Ⅱ船内見学」係

　　　　20-0489

　　　　〒910-8580　

　　　　福井市大手3丁目17-1

　　　　県港湾空港課内

　三国公共職業安定所管内の事

業所に就職する人を対象にした

新社会人の祭典を開催します。

　祭典は、新社会人の人生の門

出を祝福するとともに、新入社

員研修の一環として行います。

　参加申込は下記または最寄り

の商工会まで。

と　き　4月5日(木)

　　　　13:30〜16:00

ところ　みくに文化未来館

問合先　ハローワーク三国

　　　　81-3262

　春江工業高校生徒の手作りの

ロボットで遊びませんか。お寿

司を食べたり、ビンゴゲームを

したり、楽しく過ごしましょう。

と　き　2月17日(土)

　　　　10:00〜12:30

ところ　春江工業高校体育館など

対象者　春江・坂井町在住の母

子・父子家庭の親子(小

学生)

申　込　親子の名前（お子さん

は年齢も記入）、住

所、連絡先を記入し、

ＦＡＸ、メール、郵送

で下記まで

申込・問合先　春江坂井ライオ

ンズクラブ

　51-5030　 51-8207

　　　　　　harue-lc@kore.mitene.or.jp

　　　　〒919-0417　春江町

江留下相田35(春江商

工会内)

とき　3月17日(土)

集合　あわら市役所芦原庁舎(8:00発)

　　　春江総合支所(8:30発)

参加費　大人3,000円

　　　　子供(小学4〜6年生)2,000円

※小学３年生以下は参加できません

申込　はがきやホームページで

下記事項を記入し申し込み。

　①住所②氏名③年齢④電話番

号⑤希望集合場所※2人１組

の参加ときは①〜⑤を両名分

申込・問合先　福井坂井地区広

域市町村圏事務組合　総務課「フ

クイふるさと発見ツアー」係

　 20-5050

　〒910-0018 福井市田原1-13-6

    http://www.fukui.asovino.net/

　農業委員会では、市の標準小

作料を設定しました。貸手・借

手の小作契約の目安として定め

られたものですので、契約する

ときは、圃場条件などを考慮し

て話し合い、お互いが納得の上

決定するようにしてください。

適用開始日　平成19年1月1日

問合先　農業委員会　50-3151

資格・住宅に困窮し、収入の基

準に該当している

　　・税の滞納がない

　　・市内在住の連帯保証人が

必要など

家賃　世帯の収入に応じて決定

申込　2月19日(月)までに市営

住宅入居申込書と必要書

類を添えて、各総合支所

土木課へ提出

　詳しくは、団地所在地の各総

合支所土木課にお尋ねください。

申込多数の場合は、抽選です。

申込・問合先

各総合支所土木課

三国　 82-8905  丸岡　 68-0807

春江　 51-9406  坂井　 50-3065

または建設課　 50-3051

　三国病院では、患者本位の医

療実現のため、向上心旺盛な看

護師を募集しています。

　詳しくは、下記まで。

問合先　三国病院事務局

　82-0480

みく
に子どもミュージカル市標準小作料市標準小作料

農地
を賃貸借している皆さんへ

ほ  じょう

　

定員　40人※1人または2人1組

で申し込んでください。

コース　永平寺（写経・坐禅体験、

精進料理で昼食など）〜

足羽山愛宕坂周辺散策

締切　3月5日(月)必着（抽選結

果は3月10日までに通知）

フクイふるさと発見ツアーフクイふるさと発見ツアーフクイふるさと発見ツアー

農地
区分

標　準
小作料 適用地域

第１
地域

第２
地域

第２
地域

第３
地域

第４
地域

第５
地域

第１
地域

16,500円

13,200円

10,900円

8,600円

7,600円

8,900円

9,500円

田
の
部 (

水
稲)

︵
10
a
当
た
り
︶

畑
の
部 

︵
10
a
当
た
り
︶

第2〜第5地域以
外の圃場整備済
の地域(平坦地)

三国町の一〜四
の部地区、嵩、
西谷、平山、池
上、山岸、米納
津、梶、浜地

丸岡町の主要地
方道勝山・丸岡
線より北に位置
し、かつ県道中
川・松岡線より
東に位置する圃
場整備済の中山
間地域

三 国 町 の 城 ヶ
原、美保、新保

丸岡町の竹田地
区

三国町の畑地で
加戸地区

三国町の畑地で
加戸地区以外

参加者を募集参加者を募集

必
要
な
も
の

手
続
き
に

申
込
期
限

1年分または6カ月分の保険料をまとめて前払いする場合は  お得！

国民年金保険料の納付は 口座振替の『早割』がお得！

さらに

　月々の保険料を口座振替の『早割』(当月保険料の当月末引落し)で

納付すると月額50円の割引。割引は、口座振替で納付した場合のみで

す。申し込みは、口座のある金融機関・郵便局か社会保険事務所で。

　　　・基礎年金番号が確認できるもの（年金手帳や納付書など）

　　　・金融機関などの届出印

　　　・金融機関などの名称・口座番号が確認できるもの(預貯金通帳)

　　　○早割の口座振替の場合 
　　　　希望する月分の前月末までに、社会保険事務所で手続きが完

了する必要があります。例）3月分から希望→2月末

　　　○通常の口座振替の場合 
　　　　希望する月分の当月末までに、社会保険事務所で手続きが完

了する必要があります。例）3月分から希望→3月末

　平成19年度から口座振替で前納する場合は、3月末までに社会保険

事務所で手続きが完了する必要がありますので、早めに申し込んでく

ださい。

問合先　福井社会保険事務所 　23-4516   社会保険庁　 http://www.nenkin.go.jp

　介護保険料を年金から徴収する（特別徴収）開始時期が、年２回（こ

れまでは年１回、10月からのみ）となります。4月から特別徴収を開始

される人に対して「特別徴収開始のお知らせ」を（2月中に）送付します。

　「特別徴収開始のお知らせ」では、4. 6. 8月に徴収する介護保険料

をお知らせします。10. 12. 2月の介護保険料は、7月ごろ発送予定の「介

護保険料納入通知書」でお知らせ。すでに年金から介護保険料を納め

ている人と年金から特別徴収できない（納付書で納付する）人には、従

来どおり７月ごろに納入通知書でお知らせします。

問合先　坂井地区介護保険広域連合　　72-3305

介護保険料特別徴収の開始について 

食生活改善推進員が作る

ランチを食べに
来ませんか？
ランチを食べに
来ませんか？

「飛鳥Ⅱ」「飛鳥Ⅱ」
参加費無料

豪華
客船 船内見学

事業主の皆さんへ

「新社会人の祭典」を開催

母子・父子家庭ふれあい事業

ロボットであそぼうロボットであそぼうロボットであそぼう

三国病院 看護師を募集中 三国病院 看護師を募集中 

市営住宅入居者を募集 市営住宅入居者を募集 

20,800円〜

18,800円〜

18,800円〜

16,200円〜

21,200円〜

19,200円〜

50,000円〜

1号棟(3階)3DK 

2号棟(4階)3DK

2号棟(5階)3DK

2号館(4階)3DK

6号館(3階)3DK

3号棟(2階)2DK

2号棟(3階)3DK

三国

丸岡

坂井

三国東

愛宕

霞ヶ丘

朝日

朝日
(特公賃)

所在地 団地名 部     屋 家   賃

　観光資源をバスで巡り、ふるさとの良さを再発

見しませんか。応募者多数のときは抽選。

とび
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　入学金、授業料、アパートの家

賃など、入学時や在学中に必要

となる資金を融資する公的な制

度として、国民生活金融公庫の「国

の教育ローン」があります。

　融資額は、学生一人200万円

以内で、返済期間は10年以内。

問合先　国民生活金融公庫

　　　　福井支店　 33-1755

申　　込　申請書に家庭の所得証

明書を付けて、在学し

ている中学校へ提出

申込期間　2月13日(火)〜3月20日(火)

問 合 先　教育総務課　 50-3160

募集人員　若干名

貸 与 額　年額20万円以内

貸与期間　各校の正規就学期間

返済方法　卒業(貸与終了)後10

年以内に返済(無利子)

三 国 町



自 治 会 名 
   
一の部地区


四 日 市
森 　 町
岩 　 崎
玉 　 井
中 　 元
大 　 門
三 国 東
新 　 町
安 養 寺
御 所 垣 内
代 官 屋 敷
観 　 音
三国東団地

二の部地区

山 上 西
汐 　 見
上 　 西
下 　 西
東 下 西
上 　 緑
下 　 緑
松 ケ 下
元 　 新
上 　 旭
下 　 旭
石 切 場
上 　 台
下 　 台
殿 　 島
栄 　 町
新 　 緑

三の部地区
平 　 野
久 宝 持
日 和 山
桜 　 町
喜 　 宝
南 末 広
北 末 広
上 　 錦
下 　 錦
下 　 新
温 　 泉
立 田 団 地

四の部地区

橋 　 本

会 長 名

本 田 哲 夫
高 嶋 　 照
藤 野 敏 夫
岩 本 敏 夫
冨 田 　 旭
村 井 夫
井 上 律 夫
坪 井 眞 司
宮 田 健 二
白 藤 憲 治
奥 村 　 浩
木 下 　 隆
嶋 昭 義

北 井 秀 雄
原 　 薫

木 村 勝 幸
玉本憲一郎
大 坂 義 一
佐 々 木 尚
上 坂 修 司
嶋 田 剛 志
佐 男
永田寿栄正
柴 山 昭 三
池 上 敬 次
中 田 幸 男
山 岸 泰 造
南 口 良 雄
小 林 信 夫
朝 倉 賢 三

佐々木良英
夛 田 昭 二
赤 土 　 勝
渡 邉 夫
島 田 昌 彦
水 野 勇 二
金 丸 　
上 野 幹 雄
三 上 輝 夫
石 谷 嘉 昭
邑 田 正 名
山 内 正 博

楫 井 喜 由

　家庭の経済的理由から学資にお困りと認められる人に、奨学育英資

金の貸与を行います。

　小学校就学前のお子さんを対象に、麻しん風しん混合ワクチン（MR

ワクチン）第2期接種を行っています。今回の接種は、乳幼児期に接

種した麻しんと風しんのワクチンの免疫をより確実なものにし、お子

さんがより大きな集団生活を始める前に接種をするものです。

　接種期限が3月31日までですので、接種がまだの人はできるだけ早

く接種しましょう。

対 象 者　平成12年4月2日〜平成13年4月1日生まれのお子さん

接種方法　市内の指定医療機関で個別接種。接種の際は予診票が必要

です。なくした人は必ず下記までお問合せください。

問 合 先　三国総合支所福祉課　 82-3111　丸岡保健センター　 68-5051

　　　　　春江総合支所福祉課　 51-9404　坂井健康センター　 50-3067

　成人式に出席し、記念品を受

け取っていない人は、2月20日

（火）までに下記までご連絡くだ

さい。

問合先　生涯学習課　50-3162

本人または保護者が市内在住で、今年4月に高等学校、高等専門学校、

専修学校（高等・専門課程）に進学予定で、向上心があり、学校生活

を誠実に送れる人※他奨学金制度の奨学金貸与を受けている人（予

定の人）は対象外

対
　
象

国の教育ローン 国の教育ローン 市奨学生を募集 市奨学生を募集 

自 治 会 名 
  
　 竪 　
上 　 横
上 真 砂
下 真 砂
東 滝 本
西 滝 本
西 滝 谷
仲 滝 谷
浜 滝 谷
つつじが丘

雄島地区

宿 一 丁 目
宿 二 丁 目
宿 三 丁 目
米 ヶ 脇
グリーンハイツ
新宿一丁目
新宿二丁目
広 野 宿 舎
安 　 島

崎
梶

浜 　 地
陣 ヶ 岡
マリンタウン崎

加戸地区

覚 　 善
加 戸 東
加 戸 西
平 　 山
西 　 谷

嵩
池 　 上
水 　 居
城 ヶ 原
美 　 保
鐘 　 場
覚 善 東
鴨 　 池
旭 　 台
水 居 団 地

公園台地区

運 動 公 園
緑 ヶ 丘
野 　 山
桜 ヶ 丘
緑ｹ丘五丁目
運動公園三丁目
新緑ヶ丘団地

会 長 名
圓成庄一郎
八十島 夫
志 尾 　 章
新 川 光 男
塩 尾 敏 之
佐 野 輝 雄
齊 藤 克 己
榊 　 昭 見
坪 川 富 雄
谷 川 亮 泰

中 谷 正 見
不 破 秀 雄
六 佐 　 保
井黒虎子男
池 谷 　 準
松 川 雅 行
清 水 正 勝
藤 田 勝 幸
下 影 　 務
難 波 英 夫
新 宅 　
新 郷 一 郎
長 山 正 幸
小 林 正 裕

山 正 実
小 玉 裕 章
萬 道 正 之
齊 藤 政 美
下 村 義 人
林 　 治 巳
近 藤 武 彦
木 下 一 見
辻 田 孝 一
本 馬 哲 夫
三知矢幹男
寺 前 利 隆
坂 本 芳 昭
木 下 潤 一
國 重 真 一

小 谷 榮 治
浦 吉 幸 男
高 松 　 満
板倉 三吉
横 山 重 藏
谷 田 　 清
渡 邊 孝 一

自 治 会 名 
  
磯部地区


南横地１区
南横地２区
南横地３区
北横地１区
北横地２区
北横地３区
北横地４区
四 ッ 屋
磯部新保１区
磯部新保２区
羽 　 崎
九頭竜大橋
宇 　 随
磯 部 福 庄
熊 　 堂
磯 部 島
磯 部 島 ２
四 郎 丸
今 　 市
南 今 市
反 　 保
八 　 丁
上 安 田
安 田 新
下 安 田
新九頭竜１区
新九頭竜２区
高 柳 ３ 区

高椋地区

西瓜屋１の１
西瓜屋１の２
西瓜屋１の３
西瓜屋２区
西瓜屋３区
西里丸岡１区
西里丸岡２区
西里丸岡３区
ニュー一本田
一 本 田 中
一 本 田
笹 和 田
舟 寄 １ 区
舟 寄 ２ 区
舟 寄 ３ 区
舟 寄 ４ 区
舟 寄 ５ 区
舟 寄 新
長 　 崎

会 長 名

牧 田 敏 雄
廣 瀬 郁 雄
白 川 義 勝
熊 谷 正 海
大 崎 辰 巳
佐々木和博
吉 田 正 信
西 畠 恒 夫
酒 井 　 壽
前 田 辰 已
竹 内 一 男
上 田 幹 夫
横 井 宗 治
西 　 敏 憲
大 西 秀 雄
中 谷 　 勉
永 井 一 夫
田中富士夫
前 田 恭 一
荒 井 俊 夫
南 　 元 明

橋 英 一
前 田 嘉 彦
小 寺 敏 治
戸 板 　 進
多 田 　 栄
不 破 正 之
岡 本 英 志

四 戸 友 也
筑 後 章 司
藤 澤 　 廣
山 本 清 一
吉 川 將 典
北 　 勇 一
辻 橋 正 志
伊 藤 俊 規
永 善 大 造
東 　 謙 治
金 昭 雄
児 玉 浩 一
泥 川 豊 二
辻 川 雄 一
坪 川 　 実
柳 原 賢 一
田 中 和 夫
林 田 克 利
竹 下 敬 一

自 治 会 名 
  
長 崎 新
一本田新１区
一本田新２区
一本田新３区
一本田新４区
共 　 栄
今 　 福
今 福 ２ 区
八 ッ 口
高 　 柳
高 柳 ２ 区
吉 　 政
寅 　 国
竜 　 北

泉
雇 用 促 進
猪 　 爪
猪爪新１区
猪爪新２区
猪爪新３区

高椋東部地区
儀 　 間
牛 ケ 島
高 　 瀬
豊 原 高 瀬
筑 後 清 水
四 ッ 柳
北 四 ッ 柳
高 　 田
油 為 頭
板 　 倉
葉 咲 野
野 中 山 王
大 　 森
山 崎 三 ケ
末 　 政
末 政 ２ 区
新 　 間 


丸岡地区

八 幡 町
下 　 谷
中 　 谷
上 　 谷
上 富 田
中 富 田
下 富 田
上 石 城 戸
中 石 城 戸
下 石 城 戸

会 長 名
竹 嶋 伸 幸
金 子 成 子
山 　 彰
中 澤 美 幸
長谷川紀子
金 崎 静 雄
福 澤 　 翼
田 中 秀 三
平 木 兼 男
伊 東 　 茂
松 本 　 勝
渡 邉 浩 二
西 住 政 彦
福 澤 正 晃
早 瀬 弓 雄
明 新 一 郎
坂 田 　 護
井 川 勝 美
長谷川修一

佐 俊 樹

吉 田 克 也
松 永 　 豊
木戸口昭嘉
小 川 　 勇
岩 田 　 等
荒 川 　 治
村 中 孝 吉
大 塚 博 政
野 村 繁 信
中垣内優晴
藤 井 栄 治
伊東十四雄
山 本 士 郎
西 田 修 治
末 廣 秀 夫
岡 松 幸 仁
竹 内 智 幸

筑 後 　 慧
丸 岡 正 俊
筑 村 盛 二
糸 崎 喜 一
小 松 栄 一
津 田 斉 冶
中 出 憲 治
伊 東 文 男
高 森 利 信
西 　 義 一

自 治 会 名 
  
三 ケ 町
竹 田 口
東 　 組
東陽２丁目
新 　 町
上 本 町
室 　 町
小 人 町
乾 　 町
上 田 町
荒 　 町
松 川 町
新 松 川 町
北 霞 １ 区
北 霞 ２ 区
北 霞 ３ 区
北 霞 ４ 区
南 霞 １ 区
南 霞 ２ 区
南 霞 ３ 区
南 霞 ４ 区
城 　 南
城 　 東
霞ケ丘１区
霞ケ丘２区
霞ケ丘３区
霞ケ丘４区
一本田福所
一本田福所２区
乾 下 田
田 　 町
朝 　 陽

栄
グリーン栄
針 ノ 木
朝陽２丁目
御 　 幸

長畝地区

松 　 川
城 北 １ 区
城 北 ２ 区
城 北 ３ 区
城 北 ４ 区
城 北 ５ 区
宇 　 田
玄 　 女
千 　 田
上 長 畝
下 長 畝

会 長 名
野 路 貞 弘
宮 下 正 信
三津屋敬一
林 田 典 男
池 田 雅 昭
牧 野 正 明
佐 野 英 雄
牧 野 茂 樹
江 田 純 一
朝 田 重 雄
中 田 忠 雄
本 田 　 勉
宮 本 太 一
竹 澤 秀 雄
中道由起雄
坪 田 義 男
深 川 俊 一
津 田 壽 昭

岡 憲 二
東 平 定 広
西 出 博 文
八百山正栄
佐 藤 誠 治
寺 嶋 介 冶
北 島 昭 一
石 塚 伸 司
岡崎新太郎
岡 　 勝
吉 田 善 一
竹内二三雄
野 口 正 夫
大 西 良 之
前田孝次郎
稲 葉 行 泰
岩 井 直 幸
西 出 謙 二
中 川 武 夫

前 田 好 範
佐 野 周 一
五十嵐光雄
中 屋 成 冶
岩 見 幸 保
宮 村 　 博
西 田 良 一
三 津 屋 薫
上 田 清 次
古 谷 哲 郎
山 田 正 行

自 治 会 名 
  
山 久 保
女 形 谷
赤 　 坂
伏 　 屋
三 本 木
与 　 河
畑 　 中
田 　 屋
豊 　 原
曽 々 木
内 　 田
舛 　 田
小 　 黒
篠 　 岡
石 　 上
里 丸 岡
今 　 町
東 　 陽
愛 　 宕
文 　 京
八ヶ郷１区
川 　 上
坪 　 江
乗 　 兼
堀 　 水
里 竹 田

竹田地区

曽 　 谷

岡
山 　 口
山 竹 田

春 江 町



南部地区

江留上大和
江留上本町
江 留 上 緑
江留上日の出
江 留 上 旭
江留上中央
江留上昭和
江留上新町
江 留 上 錦

中部地区

為 国 幸
為 国 中 区
為国西の宮
亀 ケ 久 保

会 長 名
牧 野 康 哉
堂 前 豊 次
高 本 隆 治
林 　 　 宏
冨 田 憲 治
前田喜與治
東 　 裕 二
久保田速水
福 岡 敏 雄
夛 田 良 章
北 　 昭 弘
森 田 邦 弘
倉 本 行 雄
岡 田 　 稔
勝 見 義 典
竹 本 　 昇
谷 川 　 明
坂 北 守 雄
山 岸 　 功
岡 澤 昌 史
山 口 雅 昭
藤 澤 正 勝
廣 嶋 善 治
松 森 良 一
加 戸 正 人
山 縣 　 哲

畑 　 清 隆
藤 波 英 司
山 　 勝
滝 淵 光 隆

竹 下 英 輔
岡 崎 良 一
島 崎 信 夫
五十嵐邦夫
村 田 健 一
中 嶋 誠 一
渡 辺 明 生
杉 本 憲 一
五十嵐幸雄

恩 地 智 一
東 山 公 治
小 林 徹 志
砂 原 幸 雄

自 治 会 名 
  
境 上 町
境 元 町
石 　 仏
い ち い 野
いちい野北
いちい野中央
江 留 下 西
江留下宇和江
江留下屋敷
沖 布 目
豊 　 島
大 　 針
藤 鷲 塚
江 留 中
随 応 寺
東 太 郎 丸

西部地区

本 　 堂
西 太 郎 丸
矢 　 島
千 歩 寺
中 　 庄
針 原 東
針 原 西
針 原 平 柳
田 　 端
高 　 江
京 　 町
京 町 南
松 　 木
金 剛 寺
安 　 沢
福 　 町

北部地区

春 日 野
大 　 牧
リリータウン
井 　 向
西 長 田
石 　 塚
取 　 次
正 　 善
布 施 田 新
姫 　 王
定 　 広
木部西方寺

辻
上 小 森
室 　 町

会 長 名
中 野 正 直
角 安 五 郎
五十嵐正夫
東 野 健 治
藪 下 良 一
藤 田 哲 男
山 本 尚 治
長谷部優治
高 村 啓 三
田 中 秀 夫
千秋清之栄
山 本 竜 男
千 秋 清 澄
岡 本 征 雄
東 　 順 一
井 上 智 善

原 田 幸 治
門 脇 義 輝
杉 田 建 市
木 下 　 一
長 谷 川 信
三 田 光 雄
片 岡 　 眞
八杉藤志美
坪田勇太郎
坪 田 立 義
中 川 　 納
吉 田 佳 克
松 浦 力 雄
上 野 寛 巳
馬 場 　 昇
青 柳 昭 美

谷 口 昌 博
木 下 雅 之
山 田 耕 市
岡 部 春 夫
巨 田 尚 彦
松 浦 和 典
伊 藤 忠 雄
北島敬四郎
西 川 行 雄
末 永 慶 一
丸 田 信 一
大 東 堅 次
末 政 茂 則
前 田 武 雄
古 市 　 進

自 治 会 名 
  
下 小 森
堀 　 越

東部地区

中 　 筋
中 筋 西
中 筋 東
中 筋 駅 前
中筋三ツ屋
中筋北浦南
中筋北浦北
中 筋 大 手
正 蓮 花
寄 　 安
寄 安 金 戸
定 　 重

坂 井 町

東十郷地区
宮 　 領
北 宮 領
中 宮 領
西 宮 領
田 　 島
田 島 新
華 水 木
田 島 窪
若 　 宮
若 宮 新
東 若 宮
福 　 島
新 福 島
東 長 田
徳 分 田
上 新 庄
駅 　 前
新 　 庄
下 新 庄
日 の 出
長 　 畑
定 　 旨
五 　 本
河 和 田
長 屋
長屋さくら台
御 油 田
朝 　 日
朝 日 住 宅 


会 長 名
友 重 正 幸
白 崎 邦 孝

吉 田 　 久
山岸金治郎
久 保 　 司
高 橋 英 次
橋 本 勝 二
中 島 隆 作
吉 田 正 雄
石 飛 重 美
高 木 高 一
田 邉 清 次
玉 川 佳 一
定 本 堅 一

坪 田 　 勉
坪 川 勇 三
佐々木明人
高 原 圭 吾
小 西 忠 雄
吉 川 春 一
城戸橋政雄
松 村 憲 司
田 中 哲 治
長谷川信夫
安 井 敏 也
伊藤眞理子
坪 川 義 弘
長谷川憲治
宮 川 利 之
北 川 信 一
野 村 　 豊
黒 川 　
五十嵐敏美
小 林 孝 治
前 川 辰 夫
五十嵐治美
坪 田 秀 隆
岡 倉 謙 一
野 川 防 彌
小 原 竜 宏
古 屋 高 志
後藤勝日光
廣 野 千 秋

自 治 会 名 
  
大関地区


舘
小 　 路
関 　 中
安 　 光
上 　 関
島 　 田
大 関 大 正

東
下 　 蔵
上 　 蔵
南 蔵 垣 内

鯉
西

東 中 野
新 東 中 野
大 味 上
大 味 中
大 味 下
新 大 味
花の町1丁目
花のまち2丁目
大 味 春 日

兵庫地区
上 兵 庫
け や き 野
中 の 江
下 兵 庫
相 　 生

木部地区

清 　 永

島
木 部 東
東 荒 井

蛸
高 　 柳
今 　 井
折 　 戸
木 部 新 保 


会 長 名

佐 藤 保 之
伊 藤 嘉 弘
定 池 幹 夫
齊 藤 　 幸

橋誠左衛門
東 川 　 裕
久保田光治
五十嵐暉雄
伊 藤 敏 行
伊 藤 修 司
伊 藤 健 一
青 池 和 夫
斉 藤 　 修
浦 井 成 男
菊 澤 正 裕
高橋孝二呂
田 崎 清 三
奈須田洋子
國 京 紀 雄
渡 辺 龍 夫
金 子 幹 男
北 川 　 実

柏 山 善 英
笹 岡 敏 男
早川富士一
竹内市左ェ門
奥 村 浩 弥

武 藤 猛 二
西 高 文 雄
井 口 眞 人
野 尻 義 幸
陶 山 治 男
村 中 法 夫
岡 島 喜 文
正藤喜久雄
廣 部 榮 一

自 治 会 名 
  
新保地区


新 保 上 町
新 保 中 町
新 保 下 町

浜四郷地区

横 　 越
下 　 野
西 野 中
山 　 岸
黒 　 目
米 納 津
沖 野 々
ﾆｭｰﾀｳﾝ黒目
ポートタウン
ﾊﾟｰﾌﾟﾙﾀｳﾝ黒目

東部地区

竹 　 松
西 今 市
藤 　 沢
玉 ノ 江

木部地区

石 　 丸
野 　 中
油 　 屋
楽 　 円
請 　 地
金 　 井
川 　 崎
池 　 見

丸 岡 町

  

鳴鹿地区

東 二 ッ 屋
上 金 屋
楽 　 間
為 　 安
寄 　 永
友 　 末
坪 ノ 内
下久米田上
下久米田下
上 久 米 田
近 　 庄
六 呂 瀬
金 　 元
新鳴鹿２丁目
新鳴鹿３丁目
新鳴鹿１丁目

会 長 名

近 藤 　 奏
玉 森 忠 雄
森 安 公 生

中 島 治 秀
田 島 清 治
野 島 哲 三
濱 内 　 実
北 澤 政 夫
村 上 洋 一
玉 森 英 治
瀬 堂 　 徹
村 上 雅 彦
墨 谷 　 修

小 林 武 男
奥 田 貞 三

田 啓 三
吉 川 秀 夫

常 澤 　 毅
小 島 　 弘
野 政 市
乘 京 繁 雄
北 嶋 清 美
川 雅 弘
塚 本 幸 輝
井 上 昭 男

大 谷 利 行
東 　 計 則
大 西 明 道
前 田 彰 夫
朝 倉 哲 朗
吉 田 敬 司
山 下 貞 範
藏 元 勝 城
澤 川 敬 三
大 谷 政 行
近 山 一 男
笹 原 義 高
北 山 賢 一
菅 沼 成 文
山 岸 祐 二
小 林 康 祐

平成 
19年 

問合先　総務課　 50-3010
　　または各総合支所地域課まで
　　三　国　 82-8900　丸　岡　 68-0801
　　春　江　 51-9401　坂　井　 50-3060

お世話になります！ 

中学生 
対象の 平成19年度 小学校

入学のお子さんの 麻しん風しん混合ワクチン第２期接種はお済みですか？ 麻しん風しん混合ワクチン第２期接種はお済みですか？ 麻しん風しん混合ワクチン第２期接種はお済みですか？ 
成人式に
出席した人へ
お知らせ

成人式に
出席した人へ
お知らせ

行政嘱託員（自治会長）を紹介 行政嘱託員（自治会長）を紹介 
（敬称略）

　自治会長を中心に、

市政発展にご協力を

お願いします。

平成19年度
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︱ 

大
石
銅
鐸 

︱

慶
応
４
年︵
１
８
６
８
年
︶に
春
江
町
井
向
で
出
土
し
た

３
基
の
銅
鐸
。
銅
鐸
は
、
高
さ
55
・
２

の
流
水
紋
銅
鐸

︵
福
井
大
石
１
号
銅
鐸
︶と
高
さ
48
・
１

の
袈
裟
襷
銅
鐸

︵
福
井
大
石
２
号
銅
鐸
︶、
高
さ
41
・
５

の
流
水
紋
銅
鐸

︵
明
大
１
号
銅
鐸
︶。
弥
生
時
代
の
生
活
状
態
が
描
か
れ

る
な
ど
、
考
古
学
上
、
貴
重
な
遺
品
と
さ
れ
て
い
る
。

約
１
４
０
年
前
、
畑
地
を
水
田
に
変
え
る
際
に
村
人
に

よ
っ
て
偶
然
発
見
さ
れ
た
と
さ
れ
る
場
所
を
巡
っ
た
。

﹁
こ
こ︵
大
石
銅
鐸
出
土
記
念
碑
︶か
ら
井
向
の
方
角
に
、

50

ほ
ど
行
っ
た
辺
り
の
田
ん
ぼ
で
掘
り
出
さ
れ
た
ら

し
い
﹂
と
、
集
落
に
住
む
長
谷
川
昭
次
さ
ん
︵
65
歳
・

春
江
町
井
向
︶が
案
内
し
て
く
れ
た
。

今
で
は
古
代
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
る
遺
跡
は
残
っ
て
い

な
い
銅
鐸
の
出
土
地
。
﹁
３
つ
の
銅
鐸
は
、
県
外
の
人

手
に
渡
っ
て
い
る
﹂
と
、
広
が
る
水
田
を
眺
め
な
が
ら

少
し
さ
み
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
た
。

祖
母
か
ら
聞
い
た
こ
と
な
ど
も
話
し
て
く
れ
る
長
谷
川

さ
ん
。﹁
井
向
か
ら
銅
鐸

が
出
土
し
た
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
消
え
な
い
よ
う
に
、

地
元
の
生
産
組
合
で
は

﹃
ど
う
た
く
フ
ァ
ー
ム
﹄

と
名
付
け
、
野
菜
な
ど

を
作
っ
て
い
る
﹂
な
ど
、

地
元
で
貴
重
な
遺
品
が

発
見
さ
れ
た
こ
と
を
誇

ら
し
げ
に
し
て
い
た
。

編 集 室

『麦踏み』（春江町上小森）

暖かな今年の冬。

そよそよと　風に

細い葉を揺らしている麦も

いつもなら　すっぽり雪の下。

雪に踏まれて強くなる麦。

踏まれて育った麦は

いつしか黄金の穂をまとう。

人も同じなんだと

教えてくれているような…。

セ
ンチ

セ
ンチ

セ
ンチ

ど
う 

た
く

り
ゅ
う
す
い
も
ん

は    

せ   

が
わ  

あ
き 

つ
ぐ

け    

さ  

だ
す
き

▼
今
月
の
表
紙
は
、
文
化
財
火
災

防
ぎ
ょ
訓
練
の
模
様
を
と
、
ず
ぶ

濡
れ
に
な
り
な
が
ら
も
パ
チ
リ
。

写
真
を
選
ぶ
上
司
︵
正
︶
は
一
言
、

﹁
い
い
写
真
が
ね
〜
な
ぁ
﹂
。
今

月
は
、
唯
一
合
格
点
を
い
た
だ
い

た
消
防
出
初
式
の
一
枚
に
。
次
号

こ
そ
は
納
得
の
も
の
を
。    

︵
嘉)

▼
と
は
言
い
な
が
ら
写
真
は
高
評

の
︵
嘉
︶
。︵
純
︶
も
頑
張
ら
な
け
れ

ば
。
▼
Ｐ
７
で
紹
介
し
た
北
さ
ん
。

取
材
で
は
﹁
お
風
呂
に
入
ら
な
い

と
思
わ
れ
そ
う
﹂
と
照
れ
な
が
ら

も
満
面
の
笑
み
。
仲
の
良
さ
が
印

象
的
な
親
子
で
し
た
。
　
　
　(

純)

メ
ー

ト
ル

▲福井大石１号鐸

平
成

1
9
年

2
月

8
日
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